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Cefmenoxime(SCE-1365)の 臨 床的 検討

山 岡 澄 夫 ・山 根 至 二 ・真 下 啓 明

東京厚生年金病院内科

新合成Cephalosporin系 抗生物質であるCefmenoxime(CMX,SCE-1365)を14例 に 投与し,

臨床的検討を行った。肺炎6例 中著効3例,有 効3例 。胆道感染症3例 中著効2例,有 効1例 。尿

路感染症4例 中著効1例,有 効2例,無 効1例 。敗血症やや有効1例 の成績であった。副作用とし

てGPTの 軽度上昇1例,A1-Pの 上昇を1例 にみとめた。投与法は1日1～4gを2～4回 に分

割 し,筋 注ないしは点滴静注投与で行った。

1. は じ め に

Cefmenoxime(CMX,SCE-1365)は 武 田薬品中央研

究所で開発された半合成Cephalosporin系 抗生剤であ

る。従来の同系注射剤に比べ,グ ラム陰性菌に対する抗

菌力が強 く,そ のスペクトルも広い。また各種 β-lacta-

maseに 対 しても安定で,既 存 のCephalesporiR耐 性

菌にも抗菌活性は強いとされている1)。本剤を各種感染

症に投与 し,そ の臨床効果および副作用について検討し

たので報告する。

2. 対象および投与方法

対象症例は昭和54年6月 から55年2月 までに当科に入

院した14名 で,肺 炎6例,胆 道感染症3例,尿 路感染症

4例,敗 血症(腎 盂腎炎)1例 である。年齢は51～87歳

(平均72.4歳)と 高齢者が多 く,基 礎疾患ならびに合併

症は11例 にみとめた(Table 1)。

症 例1,8,11,12の4例 は1回0.5gを およそ12時

間毎に1日2回 筋注 にて投与 し,そ の他の症例は1回

0.5～2gを5%ブ ドウ糖100m1に 溶解 し60分か けて,

1日2～4回 点滴静注した。投与期間は6.5～21.5日 で

総投与量は8～86gで あ った。

臨床効果の判定は臨床症状および臨床検査所見の改善

を基準とし,本 剤投与により速やかに改善をみとめ,中

止後も再燃をみないものを 「著効」,明 らかに改善をみ

とめたものを 「有効」,改 善 をみとめても投与中止後再

燃をみた場合を 「やや有効」,改 善のみとめられないも

のを 「無効」と判定 した。また本剤投与前後の起炎菌の

消長をもとにして細菌学的効果を 「消失」,「減少」,「不

変」,「菌交代」とした。副作用としては自他覚症状,血

液,尿 ならびに肝,腎 機能に関する検索を行い判定した。

3. 成 績

臨 床 的 効 果 は肺 炎6例 中著 効3例,有 効3例 。胆道感

染 症3例 中著 効2例,有 効1例 。尿 路 感染症4例 中著効

1例,有 効2例,無 効1例 。 敗 血症 や や有効1例 で慢性

膀 胱 炎 と敗 血 症 の2例 以外 は全 例 と も有効 以上(有 効率

85.7%)の 成 績 を 得 た 。細 菌学 的効 果 は,消 失3例,減

少2例,不 変1例,菌 交 代4例.不 明4例 であ った。

HaemoPhilus influenzae,Proteus morganii各1株 は消

失,Klebsiella pneumoniae 5株 の うち2株 は消失 し,そ

の他 はStreptococcus faecalis,Pseudomonas aeruginosa,

Pseudomonas maltophiliaな どに菌 交 代 した。高いMIC

を示 したP.aeruginosa,P.maltophilia,S.faecalisは

存 続 ない し減少 した。 次 に お も な症 例 につ いて述べる。

症 例1:K.U.86歳,女 性,肺 炎(Fig.1)

38℃ の発 熱,咳 嗽,喀 痰 を 訴 え,左 肺 門 部に異常陰影

を 指 摘 さ れ て入 院 した。 喀 痰 よ りKlebsieliaが 検出され

た が,本 剤0.5g1日2回 の 筋 注投 与 に よ り,喀 痰,ラ

音 の 消 失 と,胸 部 レ線 の著 明 な改善 をみ とめ,心 配 され

て い た 肺癌 は否 定 され た。 著 効 例 で あ る。 本剤 投与後の

血 色 素 低下 は脱 水 の た め と考 え られ,副 作用 はみとめな

か った 。

症 例6:S.O.74歳,女 性,肺 炎(Fig.2)

右 下 葉 の 肺 炎 の た めCephalothin(CET)6g,Tobra-

mycin(TOB)120mgの 併 用 に て 治療 中,38℃ に発熱

した た め,本 剤2gを1日2回 点 滴 静 注 し,TOBは 続

行 した と ころ,解 熱 し,検 査 所 見 の 改善 をみた。他剤併

用 例 で はあ るが,臨 床 効 果 は有 効 と した。 副作用 はみと

め て い ない 。

症 例7:H.Y.78歳,女 性,急 性胆 嚢 炎(Fig.3)

以 前 よ り胆 石 を み とめ られ て い た が,入 院1週 間前よ
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Fig. 1 Case 1. K.U. 84v. f. Pneumonia 

Asthma bronchiale

Fig. 2 Case 6. S.O. 74y. f. Pneumonia COLD

Fig. 3 Case 7. H.Y. f. Acute cholccystitis

Fig. 4 Case 13. I.Y. 51y. f. Sepsis (Pyelonephritis)

り38℃ の 発 熱 あ り,食 欲 不 振 と脱 水 の た め入 院 。 本剤1

gを1日4回 点 滴 静 注 投 与 を1週 間行 い,つ い で1回1

91日2回 の投 与 に した。 臨 床 症状 の 著 明 な改 善 を み と

め著 効 と判定 した。 投 与 後 のCreatinineの 軽 度 上昇 は

TOBと の 併用 で あ り,本 剤 と の 関連 は不 明 で あ る。 そ

の 他 の 副 作用 はみ とめ な か った 。

症例13:1.呈51歳,女 性,敗 血 症(腎 孟 腎 炎)(Fig.

4)

発 熱 以 外 の 自 他 覚 所 見 が な く,血 液 お よ び 尿 か ら

Escherichia coliが 同 定 され,腎 孟 腎炎 に よ る敗 血症 と

診 断 され た症 例 で あ る。 本 剤291日2回 点 滴 静 注 投与

6日 目に はStaphylococcus epidermidis800/mlに 交代

した。 臨 床 的 効 果 は 微熱 の 持 続 や,膿 尿 の 出没 か らやや

有 効 と判 定 した 。 副 作用 はみ とめ なか った 。

症例14:T.S.54歳,女 性,慢 性 膀 胱炎

糖尿 病 性 無 力 性膀 胱 に カ テ ーテ ル を留 置 した症 例で,

ケ トア シ ドー シス も 合 併 して いた 。 本 剤1日29投 与

6日 目の 尿 で はP. morganiiは 消 失 した が,Entmba-

cter cloacae, S. faecalisと も存 続 し,膿 尿 も不 変で あり,

無 効 と判 定 した。 投 与12日 目で は 膿 尿 は 不 変 であ った

が,尿 細 菌 数 は103/mlに 減 少 して い た。

検 査 値 異常 と して 貧 血 の亢 進 は投 与 前 の脱 水 が考えら
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Table 2 Laboratory findings before and after treatment with CMX

B: Before, A: After

れ,Al-Pの 上 昇(14.7→20.9)は1ヵ 月 後 に疋常 化 し,

本剤 の副作用 と考 え られた 。

副作用(Table2)

自他覚的 に副 作用 と思 われ る ものは な か ったO症 例10

にGPTの 一過性 の 上昇(36→69I.U)を み とめ たが,

投与終了後10日 目に は 前 値 に 復 帰 し,症 例14で はAレP

の 上昇(14.7→20.9KA)を み とめ,1ヵ 月後 に 正 常 化

した ことか ら,い ずれ も本 剤の 副 作用 と考 え られ た。症

例1,7,14の 投 与後 の 血色 素 値 の 低下 は,脱 水 の改 善

に伴な うもの と考 え られ,症 例8,11の 貧 血 に 関 して は

少 な くとも本剤 とは無 関 係 であ る と推 定 され た 。

4.考 按

CMXは β-ladamaseに 対 して 安 定 で,と くに グ ラ

ム陰性桿 菌に は優 れ た抗 菌 力を示 す とされ て い るD
。 肺

炎6例,胆 道炎3例,尿 路 感染 症4例,敗 血症1例 に本

剤を投与 し,敗 血症 と慢性 膀 胱 炎 の各1例 以 外 は,臨 床

的 に有 効 以 上 の好結 果 を 得 た。 無効 例 の慢 性 膀 胱 炎(症

例14)で はP. morgmiiは 消失 した が,E. cloacae, S.

faecalisが 存続 した 。E. cloacaeのMICは108cells/ml

接 種 で12.5μg/mlで あ り,消 失 が 予想 され たが,重 症

糖 尿 病 に合 併 した無 力性 膀 胱 の因 子 が,菌 存続 に関 与 し

てい ると考 え られ た 。肺 炎 で は 全 例 が 有 効 以 上の 成績

で,呼 吸 器感染 に対 す る治 療 効果 が 期 待 され よ う。 副1乍

用 と してGPT,Al-Pの 軽 度/昇 を各1例 み とめ たが,

全体 と しては 安 全性 の高 い薬 剤 であ ると考 え られ る。
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CLINICAL INVESTIGATIONS OF CEFMENOXIME (SCE-1365)

SUMTO YAMAOKA, YOSHIJI YAMANE and KEIMEI MASHIMO
Department of Internal Medicine, Tokyo Koseinenkin Hospital

A new antibiotic of cephalosporin, cefmenoxime (CMX, SCE-1365) was administered parenterally to 14
patients with various infections diseases (pneumonia; 6, biliary tract infection; 3, urinary tract infection;
4, sepsis; 1). This medication was given by I.V.D. infusion at a daily dose of 2-4 g or by I.M. injection,
1 g. The clinical efficacy was excellent in 6 cases, good in 6 cases, fair in 1 case and poor in 1 case.

Adverse reactions to cefmenoxime consisted of 1 case of slightly elevated GPT and 1 case of slightly
elevated Al-P.


